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４月が終わり、ゴールデンウイークに入りました。１年のうちで、一番過ごしやすい季節
つき お はい ねん いちばん す き せつ

になりました。新しい年度を迎え、暗唱 チャレンジも新たにスタートしましたが、今年度
あたら ねん ど むか あんしよう あら こんねん ど

は 私の出 張が増えてしまった関係で、なかなか皆さんの暗唱 を聞く時間が取れません
わたし しゆつちよう ふ かんけい みな あんしよう き じ かん と

でした。せっかく来てくれたのに留守だったこともあったと思います。暗 唱 チャレンジ
き る す おも あんしよう

は、月が変わってもいつでも受けることができますから、４月にできなかった人はまた来
つき か う つき ひと き

てください。

令和元年度の復 習 課題です。今から８００年くらい前（１２１２年ころ）に書かれた
れい わ がんねん ど ふくしゆう か だい いま ねん まえ ねん か

「方丈 記」は、清少納言の「 枕 草子」、兼好法師の「徒然草」と並んで、日本の三大随筆
ほうじよう き せいしよう な ごん まくらのそう し けんこうほう し つれづれぐさ なら に ほん さんだいずいひつ

の一つとされています。（随筆とは、自分の考えや見聞きした事などをありのままに書い
ひと ずいひつ じ ぶん かんが み き こと か

た文章の事です。）
ぶんしよう こと

書いたのは 鴨 長 明（本当は「ながあきら」と読む）という、 京 都の下鴨神社の禰宜
か かものちようめい ほんとう よ きよう と しもがもじんじや ね ぎ

の子として生まれた人でした。 長 明は、音楽と和歌を愛しましたが、その人生は不運な
こ う ひと ちようめい おんがく わ か あい じんせい ふ うん

ことも多く、５０歳になる前に出 家しました。鴨 長明が終の棲家としたのが、方 丈 庵
おお さい まえ しゆつ け かものちようめい つい すみ か ほうじよういおり

です。とても小さな庵で、一辺が一丈 (約３メートル)の方形（＝ましかく）だったこと
ちい いおり いちぺん いちじよう やく ほうけい

から”方 丈 ”と名付けました。この方 丈 庵 で執筆したことが、「方 丈 記」の由来とな
ほうじよう な づ ほうじよういおり しつぴつ ほうじよう き ゆ らい

っています。

長 明の生きた鎌倉時代は、動乱の時代で、政治が不安定だっただけではなく、地震な
ちようめい い かまくら じ だい どうらん じ だい せい じ ふ あんてい じ しん

どの災害もたくさん起こりました。そのような不安に包まれた世界で、一人方 丈 のいお
さいがい お ふ あん つつ せ かい ひと り ほうじよう

りにこもって書いたと言われる「方 丈 記」は、日本人の無 常 観を 表 した作品といわれ
か い ほうじよう き に ほんじん む じようかん あらわ さくひん

ています。

無 常 観とは、世の全てのものは常に移り変わり、いつまでも同じものは無いという思想
む じようかん よ すべ つね うつ か おな な し そう

の事です。今回暗唱 課題にした、「方丈記」の冒頭は、その無常観を表 す代表 的な文章
こと こんかいあんしよう か だい ほうじよう き ぼうとう む じようかん あらわ だいひようてき ぶんしよう

と言われています。
い

（参考：「日本大百科全書(ニッポニカ)」・「四季の美」https://shikinobi.com/houjouki）

（方丈のいおり）


